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大人が子どもの課題理解と達成を促し，独力で成功へ導く支援のひとつに足場づくり

（scaffolding）がある。Wood ら（1976）による「自由度の削減」は，子どもの遂行に応じて子ども

が自由に振る舞える領域を縮小させ，課題の難易度を下げる支援であるが，逆に自由度を拡大さ

せ，難易度を上げる支援もある。これらをあわせて，「自由度の変更」と呼ぶ。自由度の変更には，

明確な言語的指示などの直接的支援に加え，対象物の配置を調整するなどして相手の注意や操作を

導く間接的支援が含まれる。「物理的環境の調整」は，課題をとりまく周囲の物理的環境を整えるこ

とによって子どもの探索や試行を促す，子どもの自律性をより尊重した支援といえる。本研究で

は，4・5歳児が 2歳児にパズル操作を教示する課題を行い，教示者としての幼児が物理的環境をど

のように調整し，自由度を変更し，被教示者の遂行を支援するかを明らかにする。 

都内公設民営保育園に通う 4・5歳児(教示者)と 2歳児(被教示者)のペア 44組に，パズルの教示

課題を実施し，撮影を行った（倫理委員会承認済み）。教示場面はパズルピースの選定・配置・接

続・完成・照合から構成された。被教示者が操作しやすいようピースの配置等を整える間接的支援

行動である「物理的環境の調整」を，①配置の調整（取り出し，不要物の除去，並べ替えなど），②

対象物(ピース)の調整（事前組立，事前解体など）に分類し，評定を行った。 

教示者である 4・5 歳児は被教示者の操作が滞った際にピースの取り出しや並べ替えを通して自由

度を削減する一方，被教示者が自力で操作している際には支援を減らす傾向があった。「今度は自分

で選んでみてね」と促したり，事前に組み立てた大きめの部品をあえて崩してから渡したりするなど，

一時的に自由度を高めて自立的操作へと導く事例も認められた。幼児における足場づくりの萌芽が示

唆された。 
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